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今
、
話
題
の
俳
句
。
ぜ
ひ
、
俳
句
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

テ
ー
マ
は
自
由
。
仕
事
の
こ
と
で
も
、
ふ
と
感
じ
た
日
常
の
中
か
ら

で
も
O
K
で
す
。
年
間
を
通
し
て
優
秀
者
に
は
、
プ
リ
ン
ト
し
て

フ
レ
ー
ム
に
入
れ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
致
し
ま
す
。

８月の一句

俳
句
と
は
、
季
語
を
入
れ
た
五
・
七

・
五
音
の
短
い
詩
で
す
。

北全調俳句部
一般社団法人北海道全調理師会

　永年にわたり組織の発展の功労のあった会員を顕彰する

「理事長表彰」、「理事長感謝表彰」。

　表彰規定に基いて支部より推薦され、 毎年５月に開催される

「定期総会」 時に表彰致します。

　これを受けることにより、秋の大会での知事表彰（社会貢献賞）
に繋がり、また、厚生労働大臣賞表彰にも繋がります。

　

　

ここ１年、調理師の世界をテーマとして作成し
掲載してきた俳句を改めて掲載いたします。
皆さんの心に響く句がありますように。

卒
業
児

　
餃
子
山
�
�

　
　
　
　
祝
�
�
�

３
月
は
お
子
さ
ん
の
卒
業
で
、

家
族
で
お
祝
い
、
マ
マ
友
だ
ち
な
ど
で

お
別
れ
会
な
ど
を
行
う
季
節
。

本
場
の
味
と
サ
ー
ビ
ス
で
お
も
て
な
し
を
。

そ
し
て
、
ワ
イ
ワ
イ
で
き
る
場
の
提
供
を
。

①調理業務従事１４年以上で、 永年組織の発展向上及び

　 調理技術者の育成等に尽力し、 食生活の改善向上に貢献した事績

　 が顕著な者。

②調理業務従事１４年以上で、 永年調理技術の研鑽及び

　 後進の指導に努め、 他の調理師の模範となる者で、 非営業者で

　 ある者

　①会員役職功労者

　　 北全調の会員で、 次に該当する者

　　 本会役員 （理事、 監事） 又は 「支部長」 を努め、 その功績が

　　　特に顕著であって、 退任後、 本会役員（理事、 監事） または

　　 「支部長」 の職にない者

　②会員外功労者

　　　会員外で、 本会組織の発展向上に協力し、 その功績が特に

　　　顕著である個人又は団体で 「支部長」 の推薦があった者。

　　　ただし、 指導監督の立場 （行政機関等） にある個人及び団体は除く

　

（２） 推薦枠

本会定期総会において行う

平成３１年度の推薦書提出期日　平成３１年４月５日（金）

１. 理事長表彰　

２. 理事長感謝表彰

３. 表彰等の時期　

９月の一句10月の一句

11月の一句

12月の一句
１月の一句２月の一句

６月の一句 ５月の一句 ４月の一句７月の一句

（１）推薦基準 ： 北全調の会員で、次の各号の一つに該当する者

（１） 推薦基準

ファックスでもメール

でも受付致します。

広報担当　佐々木まで

hokuzentyou-kouhou
@chorus.ocn.ne.jp

会員のバッジは、各支部へお申込みを。

お問合わせは北全調事務局まで。１個８００円

北全調「会員バッジ」申し込み承ります。

①会員役職功労者　     該当する者全員

　②会員外功労者　    北海道全調理師会「支部」 において １ 名

「理事長表彰」
　「理事長感謝表彰」について

該当者は全員表彰いたします。
ぜひ、積極的なご推薦を！

菜
�
花
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�
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�
辛
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�

　
　
　
　
　
大
人
味

春
を
告
げ
る
菜
の
花
。

寒
い
時
期
か
ら
春
一
番
に
芽
を
出
し

栄
養
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
で
い
ま
す
。

一
段
階
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ
の
季
節
は
、

菜
の
花
の
様
に
爽
や
か
で
い
て
ほ
ろ
苦
い
。

調
理
師
�

　
�
�
手
�
咲
�
�

　
　
　
　
　
桜
�
�

桜
を
あ
し
ら
う
。

こ
の
手
で
表
現
で
き
ま
す
よ
う
に

お
互
い
を
引
き
立
た
せ
調
和
さ
せ
る
。

今
だ
か
ら
美
味
し
く
。

潔
く
散
り
ゆ
く
桜
を
愛
で
な
が
ら
。

�
�
�
�
�
煮
�
�
頃
�
神
輿
渡
御

百
年
以
上
の
歴
史
の「
北
海
道
神
宮
祭
」
が
行
わ
れ
る
６
月
。
ワ
ク
ワ
ク

す
る
お
祭
り
と
共
に
行
わ
れ
る
神
様
の
お
出
か
け
。
御
神
徳
を
感
じ
な
が
ら

日
々
の
仕
込
み
に
勤
し
む
喜
び
。
良
い
出
汁
に
な
り
ま
す
よ
う
に

鹿
炙
�

　
音
�
添
�
�
�

　
　
　
　�
�
�
�
�

鹿
肉
を
炭
で
炙
る
。

大
自
然
を
感
じ
な
が
ら
の
ジ
ビ
エ
料
理
は
、

北
海
道
の
醍
醐
味
で
す
。

素
材
そ
の
も
の
が
美
味
し
く
、
調
理
も
楽
し
い
。

あ
か
メ
ロ
ン
を
添
え
て
贅
沢
に
。

あ
ぶ

新
�
�
�

　
手
�
�
�
�
�
�

　
　
　
　
　
香
�
�
�

蕎
麦
の
収
穫
量
が
日
本
一
の
北
海
道
。

新
そ
ば
の
収
穫
が
い
ち
早
く
９
月
頃

か
ら
始
ま
り
、も
み
じ
前
線
と
と
も
に
南
下
。

季
節
の
恵
み
を
、
命
を
、
直
に
手
に
感
じ
る

手
打
ち
は
、
喜
び
に
満
ち
て
い
ま
す
。

北
海
道

　
　
鰯
�
作
�

　
　
　
　
　
夢
�
味

陸
に
揚
げ
る
と
す
ぐ
に
弱
っ
て
し
ま
う
と

さ
れ
る
鰯
。
と
こ
ろ
が
と
て
も
栄
養
価
が

高
く
、
強
い
パ
ワ
ー
を
持
つ
魚
で
す
。

そ
ん
な
鰯
が
獲
れ
て
新
鮮
に
た
く
さ
ん
出
回
る

北
海
道
。
も
っ
と
鰯
の
可
能
性
を
引
き
出
し
た
い
。

忘
年
会

　
　
皿
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�
�

　
　
　
　
　
�
�
�
�
瞳

北
海
道
の
高
級
魚
き
ん
き
。

柔
ら
か
い
白
身
に
は
た
っ
ぷ
り
と
脂
を
蓄
え

と
ろ
け
る
味
わ
い
で
、
栄
養
価
も
高
い
。

煮
付
け
、
刺
し
身
、
干
物
、
湯
煮
（
東
部
沿
岸

の
郷
土
料
理
）
ど
う
調
理
し
ま
す
か
？

平
成
�

　
最
後
�
�
�
�

　
　
　
　
　
故
郷
自
慢

お
せ
ち
は
、
日
本
の
素
晴
ら
し
い
風
習
。

家
族
で
囲
む
お
せ
ち
は
、
そ
の
土
地

ご
と
に
特
徴
が
出
る
も
の
。
近
年
で
は
、

お
せ
ち
の
宅
配
も
増
え
て
お
り
、
飲
食
店

で
は
頑
張
り
ど
こ
ろ
で
す
。

さ
と

異
国
語
�

　
　
料
理
�
�
�
�

　
　
　
　
　

　雪
�
�
�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
旅
行
）
に
よ
り

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
外
国
語
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
雪
が
降
る
こ
の
季
節
あ
っ
て
の
北
海
道
。

何
か
の
ブ
ー
ム
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く

北
海
道
ら
し
く
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

本年は６０周年記念式典！

鮭
鮓
�

　
　
麹
�
花
�

　
　
　
　　
咲
�
�
�
�

し
ば
れ
る
寒
さ
の
中
で
旨
味
を
増
す

鮭
鮓
（
さ
け
ず
し
）
、
飯
寿
司
の
季
節
が

近
い
。
赤
い
鮭
に
花
の
よ
う
な
白
い
麹
が

絡
む
、
北
海
道
の
郷
土
料
理
。
こ
こ
に
し
か

な
い
味
わ
い
。
北
海
道
は
元
気
で
す
。

さ
け
ず
し

https://culinary-academy.jp/jpn/compe/outline/

第
７
回

日
本
料
理
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
作
品
募
集

テ
ー
マ「
食
の
華
や
ぎ
」

調
理
師
免
許
の
取
得
者
で
５
年
以
上
の
料
理
人
。
国
内
６
ケ
所
、
韓
国
、
北
米
、

欧
州
、
香
港
な
ど
で
予
選
大
会
。
北
海
道
は
札
幌（
８
月
２
日
）
。
予
選
大
会
優
勝
者
５
万
円
。

京
都
決
勝
優
勝
者
に
は
１
０
０
万
円
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
を

エントリー
締切り
５/３１
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思
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　雪
�
�
�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
旅
行
）
に
よ
り

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
外
国
語
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
雪
が
降
る
こ
の
季
節
あ
っ
て
の
北
海
道
。

何
か
の
ブ
ー
ム
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く

北
海
道
ら
し
く
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

本年は６０周年記念式典！

鮭
鮓
�

　
　
麹
�
花
�

　
　
　
　　
咲
�
�
�
�

し
ば
れ
る
寒
さ
の
中
で
旨
味
を
増
す

鮭
鮓
（
さ
け
ず
し
）
、
飯
寿
司
の
季
節
が

近
い
。
赤
い
鮭
に
花
の
よ
う
な
白
い
麹
が

絡
む
、
北
海
道
の
郷
土
料
理
。
こ
こ
に
し
か

な
い
味
わ
い
。
北
海
道
は
元
気
で
す
。

さ
け
ず
し

https://culinary-academy.jp/jpn/compe/outline/

第
７
回

日
本
料
理
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
作
品
募
集

テ
ー
マ「
食
の
華
や
ぎ
」

調
理
師
免
許
の
取
得
者
で
５
年
以
上
の
料
理
人
。
国
内
６
ケ
所
、
韓
国
、
北
米
、

欧
州
、
香
港
な
ど
で
予
選
大
会
。
北
海
道
は
札
幌（
８
月
２
日
）
。
予
選
大
会
優
勝
者
５
万
円
。

京
都
決
勝
優
勝
者
に
は
１
０
０
万
円
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
を

エントリー
締切り
５/３１

最
近
問
題
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

飲
食
店
�
�
愚
行
動
画
�
�
�
�
投
稿
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
調
理
師
�
�
�

調
理
現
場
�
管
理
�
必
要
�
�
�
�
�
�
�
�

調
理
師
�
配
置
�
積
極
的
�
　
�
思
�
�
�
�

！

編集後記
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